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論文内容の要旨
小児歯科では、乳臼歯部で保存不可能なケースについて抜歯を行い、その部位に阻鴫機能回復と空
隙保持とをかねた床型保隙装置を装着する症例がきわめて多い
床型保隙装置に隣接する、萌出して間もない第一臼歯近心面には、この装置の装着によって、初期
麟蝕病巣である白斑を形成することがしばしば観察される。この白斑形成部は、第二小臼歯の萌出に
ともない不潔域に入り、すみやかに麟寓を形成する恐れがある。そこで歯質強化に効果の期待できる
Sr と F とに着目し、 SrF2 配合のセメントを試作し、これを床型保隙装置の隣在歯との接触部に噴塞
することにより、隣接する第一大臼歯の歯質を物理的化学的に強化し、その部の白斑形成を抑制する
ことを目的として本研究を行なった。
予備実験として、 S-rと F の歯質に対する影響を耐酸性の変化により検討した。すなわち、 NaCl 、
SrC1 2 、 NaFおよび:'SrF 2を同モル濃度(おのおの8.00μg/ml 、 10.85μg/ml 、 5.75μg/ml、および
8.60μg/ml) 含む水溶液中、ならびに蒸留水中に、歯牙エナメル質を370C で10 日間浸漬した。その後
試料を M/10 、 PH4.65 、 370C の酢酸緩衝液で一定時間脱灰し、脱灰液中のCa量を柳沢氏法で測定し
た。この結果、低濃度の Sr 、 F ともにエナメル質の耐酸性を向上させることが判明した。
つぎにケイ酸セメント粉末に SrF2 (試薬特級)を 10W%配合した粉末を作り、これを SrF2セメン
ト粉末とした。このセメント粉末にさらに微量の 89SrF 2'を配合し、粉液比0.26で練和して、直径 4 側、
深さ 2慨に形成した即時重合レジン製円形嵩洞に充填し、練和開始30分後に R. L . Hartlesの人工唾
液中に浸漬した。以後経時的に SdこついてはGas Flo W Counter て;'， F についてはZr-SPADNS
法で溶出量を測定した。 Sr 、 F の溶出量は、平均 1 日目約Sr;2.8μg 、 F;8.0μg 、 20 日目 Sr;0.06μg 、
F;l. Oμg 、 42 日目 F;0.6，μgで、あった。 F は Srに比し長期間にわたり溶出した。
Srの 1 日あたりの溶出量が最大値約 5μgであったので、 Sr として 5ppm相当の 89SrF 2を含む人工
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唾液中にエナメル質を浸漬、以後経時的に取り出し、取り込まれた Sr量を Gas Flo W Counter で、測
定した。さらに、エナメル質内層へのSd参透程度をみるため、セメント硬化体と接触させて人工唾
液中に浸漬したエナメノレ質試料をElectron Probe Microanalyser (以下EPMA と略)を用いて分
析したのまた Fの取り込み量を知るために、この硬化体と接触させて人工唾液中に浸漬したエナメル
質の一定面積を、 2 N , HCI04 , 180C に 60秒間振盈しつつ浸漬した。溶出したCa 、 F をそれぞれ柳沢
氏法、 Zr-SPADNS法にて測定し、 F濃度を決定した。さらに内部への渉透はEPMAにて分析した。
エナメル質の Srの取り込みは、 1 日で、323ppmtこ、 7 日でい430ppmに達し、内層への渉透は 7-8μ に
とどまった。一方 F は、 1 日てや約2000ppm となり、以後経時的な F濃度の増加は認められなかった。
内層への渉透は、経時的に変化が認められず20-30μであった。
エナメル質の物理的性質の変化を硬度の測定により検討した。測定期間は、 1 、 3 、 7 、 14 、 21 日
とし、微小硬度計にヌーブ圧子を装着して行い、測定条件は、荷重50 g 、負荷時間15秒とした。また
化学的性質の変化を、その耐酸性、耐キレート性の面から検討した。すなわち SrF2セメント硬化体
と接触させて人工唾液中に浸漬したエナメル質を、 l耐酸性については、 M/10， PH4.65の酢酸緩衝
液にて、耐キレート性については、 M/100， PH7.00, 2Na-EDTA溶液にて脱灰し、溶出したCa
量を定量した。この結果SrF2セメント硬化体は、接触するエナメル質の耐酸性、耐キレート性、硬度
増加をもたらすことが判明した。
つぎに SrF2セメントを床型保隙装置の隣在歯との接触部に填塞することによる、白斑形成にたい
する抑制効果を、下記のごとく第一大臼歯近心面について臨床的に検討した。すなわち床型保|環装置
(ED I DE) の適応症で、かつ、第一大臼歯の萌出 1 年以内の患者を選び、一側は SrF2セメントを填
塞し、これを実験例とし、他側には填塞することなく対照側とした。装置装着後 3 ヶ月以上経過した
のち、第一大臼歯の近心面について、 Enamel Biopsy で F の取り込み量を測定した。同様な患者につ
いて、第一大臼歯近心面の白斑形成の程度を経時的に観察した。白斑形成の程度を、 o ，白斑を全く
認めないもの、 1 ;乾燥時にのみ白斑を認めるもの、 2 ;湿潤時も白斑を認めるもの、 3 ;麟窃を形
成したものの 4 段階に分類し、白斑の判定基準とした。
この結果、隣接する第一大臼歯近心面に Fの取り込みが起こり 白斑形成が抑制されることが判明
した。
以上の研究結果から、床型保隙装置の隣接歯との接触面に SrF2セメントを填塞することによって、
接触歯面の初期麟蝕病巣である白斑の形成を抑制できることが示唆された。
論文の審査結果の要旨
本研究は、床型保隙装置の隣接歯との接触面に SrF2配合セメントを填寒することによる、隣接歯
面の白斑形成の抑制効果について基礎的ならびに臨床的に検討したものであって、このセメントに由
来する SrおよびFにより隣接歯面が物理的化学的に強化され、白斑形成が抑制されるとし寸重要な
知見を得た。よって、本研究は価値ある業績であり、本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると
認める。
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